


















































これまでの研究成果から,自閉症の初期症状は,5HT 系障害に起因する症状,特にサーカデ

ィアン・リズムの障害と考えられる。乳児期早期に,この異常を見出し,環境要因の整備,

特に,サーカディアン・リズム形成の time cue となる因子,明暗,対話(養護・世話),食事を,

昼夜の区別を明確に与えること,および乳児期後半での,四つ這い移動の訓練をすること

は,5HT 系神経系の異常の矯正,改善ばかりでなく,将来現われる,DA 系障害由来の症状の軽

減,発現期間の短縮(あるいは一過性とすること)を可能とすると考えられる。ただし,DA 系

単独に由来する症状は,環境要因に左右されるものではなく,その症状の程度に応じ,適宜

投薬加療することが必要となる。 

国の施策として,乳児期早期の明暗の区別,すなわち,日中の十分な太陽と,親子また養育者

の接触,および,乳児期後半での四つ這い移動をするに十分な空間が,各乳児に与えられる

ことが望まれる。 


